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・夏の体験教室を開催しました

・特別展「―歴史友好都市縁組30周年・40周年記念一

土庄町と可児市と津山」を開催しました

お矢Bらせ

ミニ企画展「お正月」を開催します
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津山城下町と決水
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会   期 :令和 7年 10月 18日 (土)～ 11月 24日 (月 )
記念講演会 :令和 7年 11月 2日 (日)13時～

会 場 津山圏域雇用労働センター
講演① 長江 真不□氏 (可児市歴史資産課)
「森氏が築いた美濃金山城跡～発掘調査の成果から～」

請演② 橋詰 茂氏 (香川歴史学会会長)
「石がむすバヾ瀬戸内の島と山の国」

Q4も(ごとoとど色 香川県土庄町と岐阜県可児市との歴

史的関係を組解いた今年度の特別展で

は、森忠政と松平斉民という2人の藩

主に注目しました。11月 2日 (日 )
には記念講演会も開催し、多くの方々

に展示を御覧いただきました。

11月 22日 (土)の現地見学会で

は、津山城下にある忠政や斉民ゆかり

の場所を巡りました。

隷
協担

特別展をよく見て答える「はくぶつかんワイズ」も行いました !!

展示風景 講演会の様子
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現地見学会の様子 はくぶつかんクイズ挑戦中～

令租17年度 津1出郷土博物―館特別展
―歴史友好都市1縁組40周1年・30周年記念―
土庄町と可児市と津1山|を開1催しました 8月、小学生を対象とした勾玉づくりと屏風づくりにチャレンジしました。勾玉づくりでは、勾玉の歴

史について学んだ後、滑石という石をサンドペーパーで削り、自分の好きな形に仕上げました。また、屏

風づくりでは、屏風の仕組みを学び、展示中の屏風をじっくり見てから、ミニ屏風に絵を描いたリスタン

プや切り紙で飾りました。皆さんの感想文を紹介します。

:四

つやつやの勾玉がつくれてうれしかつたです。

キズを―な<すところがむずかしかつたです。

きれいな勾玉々 首にかけていると,なんだか弥
生時代の人の気分になりました。(Tさん)
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今日、はじめてしてとてもむずかしかったです。

でもだんだんなれてきてできました。

またしたいです。(Nさん)
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勾玉づくりをしてみて思つていたより集中力が球要

だなと思いました。あと丸みをつけるのも大変でし

た。昔の人はサンドペーパーなどがないのにつくれ

ていてすごいと思いました。(Kさん)
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たのしかった。(Fさん)

かみをはるのがむずかしかつた (Uさん)
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津
山
城
下
町
と
洪
水

津
山
城
下
暉
は
し
ば
し
ば
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
津
山
盆
地
の
中
央
に
あ
る
津
山
城
下
町
は

そ
も
そ
も
洪
水

の
起

こ
り
や
す

い
立
地

で
あ
る
。

背
後
に
あ
る
急
峻
な
中
国
曲
地
を
滑
り
落
ち
て
き

た
雨
水
は
津
山
盆
地
で
そ
の
角
度
を
緩
め
、
そ
の

後
、
緩
や
か
に
南
に
下

っ
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
、

津
山
近
辺
で
水
が
あ
ふ
れ
、
洪
水
が
起
こ
る
の
で

あ
る
。
津
山
城
下
町
の
日
々
の
動
き
を
記
録
し
た

「町

奉
行
日
記
」
に
も
度

々
洪
水

の
記
事
が
残
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
被
害
の
大
き
か

っ
た

寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
、享
和
元
年

（
一
八
〇

一
）
、

嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
の
記
事
を
紹
介
す
る
。

寛
政
七
年
の
洪
水

寛
政
七
年
八
月
下
旬
は
二
四
日
か
ら
雨
が
降
り

続
い
て
お
り
、
二
七
日
に
な

っ
て
洪
水

の
兆
候
が

現
れ
た
。

「
一
兼
田
川
洪
水
二
付
渡
船
止
候
段
郡
代
所
方
亥
ノ

刻
申
来
大
年
寄

へ
申
違
候
」

兼
田
川

（加
茂
川

の
神
田
橋
付
近

の
こ
と
）
が
増

水
し
、
渡
し
船
を
中
止
し
た
こ
と
が
亥
の
刻

（午

後
十
時
頃
）
郡
代
か
ら
報
告
が
あ
り
、
そ
の
旨
を

大
年
寄

へ
伝
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
翌
日
に
は

「
一
院
庄
川
満
水
二
付
橋
落
渡
船
相
留
候
段
巳
之
刻

船
頭
町
の
上
手
が
崩
れ
て
急
激
に
水
が
あ
ふ
れ
、

船
頭
町
、
河
原
町
辺
が
危
険
な
状
態
に
な

っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
船
に
よ
る
住
民
の
救

助
が
試
み
ら
れ
た
が
、
町
の
道
幅
が
狭
く
、
所

々

で
船
が
支
え
、
困
難
で
あ

っ
た
た
め
、
次
の
よ
う

な
処
置
が
取
ら
れ
た
。

「玉
置
源
五
兵
衛
方
半
切
差
出
三
ツ
四
ツ
程
ツ

ヽ

結
括
り
船
之
如
く
ニ
ノ
為
乗
込
船
頭
町
辺
河
原
町

辺
為
相
助
候
」

酒
造
に
使
う
半
切
り
桶
を
繋
げ
、
そ
の
中
に
要
救

助
者
を
入
れ
、
幅

の
広

い
河
原
町
辺
ま
で
運
び
、

救
助
し
た
の
で
あ
る
。

「
一
鍛
冶
場
橋
辰
之
刻
過
二
も
可
有
之
哉
致
流
失
候

右
橋
有
之
内

ハ
船
頭
町

へ
水
湛
施
候
処
右
橋

落
候
得
ハ
水
之
湛
軽
々
相
成
候
趣
二
候
」

鍛
冶
場
橋

家
フ
津
屋
橋
）
が
流
失
し
、
流
れ
を
阻

害
す
る
も
の
が
無
く
な

っ
た
た
め
か
、
徐
々
に
決

郡
代
所
な
申
来
大
年
寄

へ
申
達
候
」

院
庄
川

奎
口
井
川

の
院
庄
付
近

の
こ
と
）
が
満
水

と
な
り
、
橋
が
落
ち
、
渡
し
船
も
中
止
し
て
い
る

こ
と
が
町
奉
行
に
伝
え
ら
れ
た
。

明
け
て
二
九
日
未
明
、
と
う
と
う
大
規
模
な
洪

水
が
城
下
町
で
起
こ
っ
た
。

「
一
船
頭
町
川
筋
洪
水
之
旨
卯
之
上
刻
大
年
寄
方

注
進
申
出
候
二
付
御
用
番
井
大
目
附
江
右
二
付
出

役
仕
候
段
手
紙
一√
相
届
且
又
大
目
附
江
者
端
書

二
差
懸
り
候
義
二
付
御
貸
人
馬
之
義
自
是
も
可

申
遣
候
得
共
尚
又
被
仰
付
被
下
候
様
申
遺
ン
」

船
頭
町
の
川
筋
で
洪
水
が
発
生
し
た
こ
と
を
知
ら

せ
る
注
進
が
卯
の
上
刻

（午
前
四
時
頃
）
大
年
寄

よ
り
町
奉
行
の
元
に
届
け
ら
れ
、
大
急
ぎ
で
当
時

の
町
奉
行
増
児
右
門
自
身
の
出
馬
の
準
備
が
整
え

ら
れ
た
。
そ
う
し
て
城
下
町
に
出
動
し
た
右
門
が

見
た
も
の
は
、
今
ま
さ
に
町
全
体
を
飲
み
込
ま
ん

と
す
る
水
の
暴
力
で
あ

っ
た
。

「影
敷
洪
水
一浮
川
土
手
横
町
ノ
ヽ
雁
木
之
処
な
水

切
込
候
」

「最
早
材
木
町
伏
見
町
迄
余
程
水
入
牢
屋
辺
別
而
大

水
往
来
難
成
」

「東
大
番
所
前
江
出
候
所

（大
熊
）
監
物
殿
下
屋
敷

高
水
長
屋
も
の
助
呉
候
様
叫
候
所
最
早
船
な
ら

て
ハ
通
路
難
成
船
相
廻
候
様
船
頭
町

へ
申
遣
置
」

城
下
町
中
心
部

（内
町
）
の
吉
井
川
沿
い
横
町
は

水
は
収
ま

っ
た
が
、
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
で

あ

っ
た

（表

こ

こ
の
洪
水
で
の
被
害
は
流
失
家
屋

一
、
全
壊
家

屋

一
、
半
壊
家
屋
三
、
大
破
六
、
浸
水
し
た
町
内

は
津
山
城
下
町
三
二
ヶ
町
の
う
ち
、
二

一
ヶ
町
に

及
ぶ
。
浸
水
水
位
は
最
高
三
尺

一
寸
に
も
達
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど

の
災
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

城
下
町
内
で
は
こ
の
洪
水
に
よ
る
、
死
者

。
怪
我

人
は
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
家
屋
以
外
で
は

今
津
屋
橋
の
流
失
の
み
が
町
奉
行
に
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
当
時
吉
井
川
に
架
か

っ
て
い

た
橋
は
今
津
屋
橋

の
み
で
、
そ
の
ほ
か
は
渡
船
で

あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
洪
水
に
つ
い
て
、
森
家
統
治
時
代

に
あ

っ
た
水
害
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

「天
明
七
未
年
八
月
洪
水
な
余
程
相
増
森
家
丑
年

乾
　
康

ニ

も
れ
な
く
雁
木

の
部
分
か
ら
水
が
流
れ
込
み
、
材

木
町
、
伏
見
町
辺
は
か
な
り
浸
水
し
て
お
り
、
殊

に
牢
屋
周
辺
は
通
行
が
出
来
な
く
な
る
ほ
ど
で

あ

っ
た
。
ま
た
、
牢
屋
と
同
じ
く
吉
井
川

の
河
原

に
ほ
ど
近

い
、
大
熊
家
下
屋
敷
で
は
長
屋
に
居
住

す
る
者
が
助
け
を
求
め
る
も
、
船
で
な
け
れ
ば
救

助
不
可
能
で
あ

っ
た
た
め
、
船
頭
町
に
船
の
手
配

を
申
し
付
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
城
東
地
区

へ
移
動
す
る
と
、

「別
而
水
施
横
町
ノ
ヽ
及
見
手
当
申
付
中
之
町
迄
罷

越
候
所
最
早
水
深
町
分
通
行
難
成
二
付
土
手

へ
出

土
手
端
を
西
新
町
迄
罷
越
候
処
夫
な
下
者
不
残
土

手
江
水
を
打
上
ケ
土
手
切
レ
居
候
程
も

一
向
難
計

趣
二
付
船
申
付
定
治
文
蔵
を
乗
セ
百
間
薮
之
肩
右

東
新
町
江
為
乗
込
老
人
小
児
病
人
等
助
退
ケ
候
様

申
付
」

城
東
地
区
で
も
横
丁
に
水
が
入
り
込
み
、
中
之
町

辺
で
は
通
行
で
き
な
い
程
で
あ

っ
た
た
め
、
土
手

に
出

て
、
西
新
町
に
向
か

っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
東

は
土
手
が
切
れ
て
い
る
可
能
性
も
高
く
、
船
を
手

配
し
て
老
人
小
児
病
人
等
を
救
助
す
る
よ
う
に
同

心
組
の
定
治

。
文
蔵
に
申
し
付
け
た
。

そ
の
よ
う
に
、
右
門
が
様
々
な
被
害
に
対
処
し

て
い
る
最
中
に
も
被
害
は
拡
大
し
て
し
ま
う
。

「船
頭
町
銭
亀
屋
裏
土
手
切
れ
少
々
崩
込
水
俄
二
入

込
船
頭
町
河
原
町
辺
甚
危
ク
」

洪
水
以
来
之
大
水
と
申
事
一浮
森
家
丑
年
決
水
之

節
者
元
魚
町
迄
船
入
候
由
申
伝

へ
井
林
田
豊
野
屋

万
助
裏
之
土
蔵
石
垣

ハ
右
丑
年
洪
水
之
節
之
水

を
計
り
其
節
之
水
な
五
寸
高
く
搾
候
哉
之
申
伝

も
有
之
由
右
石
垣
今
般

ハ
壱
尺
五
寸
出
候
由
左

候
得
者
先
家
丑
年
大
洪
水
者
今
般
之
洪
水
な
壱
尺

増
候
事
と
相
見

へ
候
由
申
も
の
も
有
之
候
」

今
回
の
水
害
は
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
の
そ

れ
よ
り
水
量
が
多
く
、
森
家
統
治
時
代

の
洪
水
よ

り
浸
水
が

一
尺
ほ
ど
低

い
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

天
明
七
年

の
洪
水
に
つ
い
て

「町
奉
行
日
記
」
で

は
八
月
十
三
日
か
ら
の
大
雨
と
夜
間
の
強
風
に
よ

り
、
城
下
町
の
東
に
あ
る
百
間
藪
の
石
垣
が
押
し

流
さ
れ
て
、
西
新
町
以
東
が
浸
水
し
た
。
水
は
軒

の
高
さ
に
迫
り
、
三
階
に
避
難
し
て
い
た
者
を
船

に
乗
せ
て
救
助
し
た
が
、
け
が
人
等
は
居
な
か

っ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
洪
水
に
よ
り
船
頭

町
土
橋

負
フ
津
屋
橋

の
こ
と
）
が
流
失
し
た
。
寛

政
七
年
に
及
ば
ず
と
も
か
な
り
の
被
害
が
出
た
よ

う
で
あ
る
。

享
和
元
年
の
洪
水

寛
政
七
年

の
大
洪
水
か
ら
六
年
後
の
享
和
元
年

（
一
八
〇

一
）
、
寛
政
七
年

の
決
水
を
上
回
る
水
害

が
起
こ
っ
た
。
八
月
十
七
日
か
ら
降
り
始
め
た
雨

は

一
向

に
や
ま
ず
、
十
九
日
に
は
大
雨
と
な
り
、

つ
い
に
は
成

の
刻

（午
前
八
時
前
後
）
に
洪
水

の

注
進
が
町
奉
行
増
児
右
門
の
元
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
一
大
川
筋
洪
水
之
段
成
刻
前

大
年
寄
注
進
申
出

（略
）

45

1 7
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八
月
甘
日
　
快
晴

一
大
洪
水
二
付
昨
夜
成
刻
前
致
出
馬
船
頭
町
土
手

端
・証
見
及
候
所
七
ケ
年
已
前
卯
年
洪
水
位
ニ

相
見

へ
候

（略
）
土
手
端
雁
木
下
り
口
な
水

打
込
甚
危
見

へ
候
二
付
兼
而
申
付
置
候
土
俵
取

寄
為
防
候
内
次
第
二
水
勢
増
土
手
端
不
残
打
越

所

々
切
込
実
二
防
兼
候
次
第

（略
）
牢
屋

ヘ

ハ
彩
敷
水
切
込
最
早
牢
番
共
牢
屋
中

へ
家
内

赴
込
壱
人
も
居
不
申
依
之
文
蔵
を
牢
屋

へ
指

遺
万

一
危
相
成
候

ハ
、
罪
人
共
不
残
屋
根

へ

上

ヶ
候
様
及
差
図
置
伏
見
町
迄
出
懸
ケ
候
所

最
早
腰
水
二
相
成
人
馬
共
二
難
叶
何
卒
船
を
入

候
様
二
精
々
申
付
候
得
共
行
届
兼
尤
並
之
高
瀬

船

ハ
町
江
者
一
向
入
不
申
小
船
相
尋
候
而
も
最
早

川
端

へ
行
候
事
不
相
叶
依
之
酒
屋
共
二
半
切
為

差
出
桶
船
二
組
合
セ
候
得
共

一
向
不
用
立
外
ニ

差
懸
り
致
方
も
無
之
処
安
岡
町
も
水
打
込
候

段
届
出
候
二
付
夫
な
端
々
遂
見
分
安
岡
暉
筋
違

橋
迄
罷
越
候
処
橋
桁

一
盃
之
水
・ｆ
安
岡
町
裏

角
之
な
げ
水
打
越
居
彩
敷
事
二
候
得
共
格
別
之

損
し
も
不
相
見

へ

（略
こ

前
日
成
の
刻
に
発
生
し
た
決
水
は
寛
政
七
年

の

洪
水
と
同
規
模
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
土
手
は
残

ら
ず
越
水
し
、
所

々
切
れ
、
洪
水
は
防
ぎ
難

い
状

況
で
あ

っ
た
。
河
岸
に
近
い
牢
屋
周
辺
に
も
大
量

の
水
が
流
れ
込
み
、
危
険
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、

万

一
の
際
に
は
囚
人
違
を
屋
根
に
逃
す
よ
う
指
示

が
出
さ
れ
て
い
る
。
伏
見
町
は
腰
ま
で
の
水
量
で
、

人
馬
と
も
通
行
困
難
と
な

っ
て
お
り
、
避
難
の
た

め
に
船
の
使
用
を
要
請
し
た
が
、
通
常
の
高
瀬
舟

上
西
北
風
烈
敷
四
半
時
頃
な
追

々
風
雨
共
相

和
キ
候
処
九
時
後
俄
二
大
川
洪
水
一ｆ
最
早
船
頭

町
裡
土
手
水
打
越
候
旨
注
進
申
出
候

（略
江

今
回
の
洪
水
は
以
前
の
も
の
よ
り
大
規
模
と
み

ら
れ
、
町
奉
行
が
町
内
見
廻
り
を
始
め
た
頃
に
は

妙
願
寺
手
前
ま
で
水
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。
伏
見

町
で
は
土
手
に
材
木
を
積
み
上
げ
、
筵
を
掛
け
て

越
水
を
防
ご
う
と
し
て
い
た
が
難
航
し
、
水
は
堤

防
を
越
え
、
騎
乗
の
ま
ま
進
む
こ
と
が
難
し
く
な

っ

て
お
り
、
土
手
筋
の
越
水
を
防
ぐ
方
策
も
無

い
と

記
さ
れ
て
い
る
。

「妙
願
寺
手
前
迄
水
押
来
居
候
夫
な
吹
屋
町
裡
土

手
江
罷
越
候
処
将
二
材
木
を
積
筵
を
掛
相
防
居
候

へ
共
仲
々
以
人
力
．ｆ
堰
留
候
勢
二
無
之
河
岸
通
江

罷
越
候
処
堤
上

一
円
二
水
打
越
鐙
を
涵
し
乗
進
ミ

候
事
六
ヶ
敷
二
付
土
手
筋
防
方
更
二
術
計
祟
之
」

そ
の
後
、
城
下
町
内
を
見
廻
る
と
、
河
原
町
で

で
は
町
中
に
入
る
事
が
出
来
ず
、
小
舟
を
使
う
に

も
川
岸
に
辿
り
着
け
な
い
有
様
で
あ

っ
た
。
そ
こ

で
、
寛
政
七
年
と
同
様
に
半
切
り
桶
を
繋
げ
た
が
、

役
に
は
立
た
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
十
日
の
未
明
に
は
水
が
引
き
、
洪
水
は
終
息

し
た
が
、
家
老
や
年
寄
に
為
さ
れ
た
報
告
で
は

「明
ケ
六
時
前
二
引
取
引
懸
ケ
ニ
御
用
番
中

へ
相
届

大
目
附

へ
も
同
様
申
達
引
取
其
後
晩
方
御
用
番

中
御
宅

へ
参
り
洪
水
之
趣
委
細
二
申
達
候

一
先
年
寛
政
七
卯
年
之
洪
水

ハ
京
町
吉
田
屋
喜

八
郎
辺
迄
船
入
候
処
当
年
之
洪
水

ハ
中
々
左

様
之
事
一√
ハ
無
之
京
町
堺
町
新
職
人
町
ハ
不

残
往
来
膝
切
或
股
迄

つ
か
り
候
所
も
間
々
有

之
三
階
町
ハ
馬
形
町
之
角
迄
元
魚
町
ハ
伊
勢

屋
辺
迄
水
来
七

ヶ
年
已
前
之
洪
水
な
大
体
弐

尺
計
も
増
候
趣
二
相
見

へ
候
」

寛
政
七
年
の
決
水
で
は
京
町
吉
田
屋
喜
八
郎
の
辺

は
材
木
が
流
れ
込
み
、
船

で
す
ら
通
行

で
き
ず
、

牢
屋
ま
で
行
き
着
く
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
い

た
。
近
く
の
民
家
の
屋
根
に
上
り
呼
び
か
け
る
と
、

水
勢
が
強
く
、
様
子
を
報
告
す
る
事
が
出
来
な
か

っ

た
も
の
の
、
番
所
は
床
上
五
～
六
寸
、
牢
内
は
三

～
七
寸
の
浸
水
で
あ

っ
た
が
、
無
事
で
あ
る
旨
の

返
答
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
城
東

へ
赴
く
と
、
堤
防

は
切
れ
て
い
な
い
が
、
床
下
浸
水
に
よ
り
地
盤
が

削
れ
、
半
壊
状
態
の
家
屋
も
あ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

「河
原
町
東
門
江
大
造
成
材
木
彩
敷
流
れ
懸
り
更
ニ

通
船
難
相
成
候
処

（略
）
舟
な
庇
江
為
被
登
屋
上
な

為
被
呼
り
候
処
牢
屋
下
番
等
門
前
水
勢
強
仲
々

□
牢
内
之
様
子
注
進
申
出
候
事
不
相
叶

（略
）

番
所
床
上
五
六
寸
計
中
門
内

へ
水
押
入
牢
屋
高

キ
場
所
者
床
下
五
六
寸
低
所
菫
二
四
寸
水
浸
罷
在

只
今
之
処
二
而
者
別
条
無
之
旨
相
答
候
付

（略
）
林

田
町
々
表
裡
共
不
残
見
廻
候
処
土
手
通
五
六
ヶ

り
ま
で
浸
か

っ
た
が
、
今
回
は
京
町
堺
町
新
職
人

町
は
残
ら
ず
膝
～
股
ま
で
の
水
位
で
、
寛
政
七
年

の
そ
れ
よ
り
大
体
二
尺

（約
六
十
々
ン
）
程
度
高
か

っ

た
、
と
い
う
の
で
あ
る

（表
二
）
。
こ
れ
ほ
ど
の
水

害
で
あ
り
な
が
ら
、
や
は
り
今
回
も
け
が
人
等
は

居
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

嘉
永
五
年
の
洪
水

享
和
元
年
か
ら
五
十
年
ほ
ど
が
経
過
し
、
再
び

津
山
城
下
町
を
大
規
模
な
洪
水
が
襲

っ
た
。
嘉
永

五
年

（
一
八
五
二
）
八
月
二

一
日
明
け
方
か
ら
降

り
続

い
た
雨
は
七
半
時

（午
後
四
時
頃
）
か
ら
大

風
雨
と
な

っ
た
。

一
度
は
弱
ま

っ
た
も
の
の
九
時

（午
後
十

一
時
頃
）
に
急
に
洪
水
と
な
り
、
船
頭
町

裏
の
土
手
か
ら
越
水
し
た
と
の
報
告
が
町
奉
行
鈴

木
仁
作

へ
と
な
さ
れ
た
。

「
一
今
暁
な
雨
天
之
処
夕
七
時
頃
な
大
雨
二
相
成
其

所
　
程
水
打
越
堤
切
れ
候
二
者
無
之
候

へ
共
裡
石
洗

流
　
往
来
六
ヶ
敷
中
一ｆ
居
宅
床
下
迄
掘
れ
込
半
潰
ニ

相
　
成
居
場
所
も
有
之
」

今
回
の
洪
水
に
つ
い
て
町
奉
行
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「寛
政
七
年
卯
八
月
甘
九
日
享
和
元
年
八
月
十
九

日
大
洪
水
之
硼
日
記
面
・一而
者
漸
々
に
出
水
之
様
子

ｆ
洪
水
な
か
ら
も
防
方
井
救
方
共
可
成
丈
手
筈
出

来
候
趣
二
相
見

へ
候
処
此
度
之
儀
者
俄
水
・ｆ

一
時

二
土
手
筋

一
円
水
打
越
候
次
第
一ｆ
防
方
更
二
術
計

無
之
」

寛
政
七
年
、
享
和
元
年
の
洪
水
は
日
記
を
見
る

と
、
徐
々
に
出
水
し
た
よ
う
で
、
出
来
る
だ
け
の

手
筈
を
整
え
ら
れ
た
が
、
今
回
の
決
水
は

「俄
水
」

で
み
る
み
る
う
ち
に
土
手
が
越
水
し
、
為
す
術
が

な
か

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
洪
水
の
詳
し
い
被
害
状
況
は

「町
奉
行
日

記
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
津
山
城
下
町
の
大

年
寄
役
を
務
め
た
玉
置
家
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い

た

（表
三
）
。
こ
れ
を
見
る
と
、
寛
政
七
年
、
享
和

元
年
の
水
害
よ
り
も
被
害
が
甚
大
で
あ

っ
た
事
が

わ
か
る
。
ま
た
、
両
度

の

「町
奉
行
日
記
」
で
は

記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
、
村
方

の
被
害
者
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。

今
回
紹
介
し
た
水
害
記
録
は
三
件
だ
が
、
災
害

未
満
の
場
面
は
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
八
月
十
三
日
に
は
朝
か
ら
大
雨
が
降

り
続
き
、
吉
井
川
が
あ
ふ
れ
た
と
の
報
告
が
な
さ

れ
た
が
、
実
際
に
は
船
頭
町
土
手
石
垣
で
は
上
端

67

3 五
口I「
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子田丁 330
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よ
り
二
尺
五
寸
程
、
雁
木
で
も
五
～
六
寸
程
下
に

水
面
が
あ

っ
た
。
東
新
町
の
川
沿
い
に
は
腰

の
高

さ
程
の
出
水
が
あ

っ
た
が
、
通
り
沿
い
は
無
事
で

あ

っ
た
。
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
る
う
ち
に
水

が
引
き
、
こ
の
た
び
は
危
う
く
難
を
逃
れ
た
の
で

あ
る
。

「
一
今
朝
な
雨
降
之
処
昼
後
な
風
烈
敷
大
雨
二
相
成

候
大
川
筋
洪
水
之
旨
亥
ノ
中
刻
頃
大
年
寄
井

船
頭
町
な
も
届
出
候

（略
）
石
垣
弐
尺
五
寸
計

出
居
雁
木
之
所

ハ
今
五
六
寸
之
出
水
二
而
者
打
越

可
申
哉
之
趣
二
相
見

へ
（略
）
東
新
町
横
町
地
子

居
之
辺
ハ
腰
水
位
二
も
た

ヽ
へ
候
得
共
往
来
道

ヘ
ハ

一
向
水
付
候
義
ハ
無
之
候

（略
）
暫
見
合

候
内
水
壱
寸
四
五
寸
も
引
水
勢
弱
り
追
々
引

水
と
相
成
候
」

こ
の
よ
う
に
津
山
で
は
、
規
模
の
大
小
は
あ
れ

ど
、
多
く
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し

津
山
城
下
町
建
設
時
に
築
か
れ
た
石
垣
は
そ
の
多

く
を
防

い
で
き
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
七
年

（
一

八
九
四
）
刊

の
矢
吹
正
則
著

『津
山
治
水
永
例
及

風
火
水
災
取
調
書
』
で
は
津
山
城
及
び
城
下
町
を

建
設
し
た
森
氏

の
治
水
に
つ
い
て

「三
百
年
厳
然

ト
ン
テ
状
ヲ
変
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
創
業
ノ
日
国
主
森

公
力
土
木
ノ
設
計
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
為
ナ
リ
」
、
「古

人
力
津
山
沿
岸
治
水
法

二
用
意
ノ
厚
キ
ニ
感
セ
リ
」

と
高
く
評
価
し
て
お
り
、
残
さ
れ
た
記
録
は
そ
れ

を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
。

※
寛
政
七
年
之
水
害
に
つ
い
て
は

『津
山
城
百
間

録
』
（平
成
二

一
年
津
山
市
刊
）
に
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
改
め
て
紹
介
し
た
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